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職
員
新
任
・
初
級
研
修 
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第３８号 

【主
な
活
動
】 

〇
研
修
事
業 

・職
員
新
任
・初
級
研
修
の
開
催 

・専
門
研
修
の
開
催 

・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク 

実
践
者
養
成
研
修
の
開
催 

・支
部
研
修
実
施
の
促
進 

・「第
五
七
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
郡
市
町
村
社
協
職
員 

合
同
研
究
協
議
会
」への
参
加 

 

〇
広
報
活
動 

 

・「職
連
協
に
ゅ
～
す
」の
発
行
（４
回
） 

・茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
内 

職
連
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用 

・「茨
城
県
内
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
概
要 

及
び
職
員
設
置
状
況
調
査
」の
作
成 

・「茨
城
県
内
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
名
簿
」 

の
作
成
・メ
ー
ル
配
信 

・（新
）パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・配
布 

 〇
支
部
活
動
活
性
化
事
業 

 

・支
部
活
動
助
成
事
業
の
実
施 

 

・支
部
長
と
の
連
携 

 

・支
部
運
営
委
員
への
支
援 

 

・（新
）オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
環
境
整
備 

 

  

〇
福
利
厚
生
・互
助
事
業 

 
 

・退
会
記
念
品
の
贈
呈 

 
 

・（新
）会
員
を
対
象
と
し
た
互
助
事
業 

 

〇
他
団
体
と
の
連
携 

 
 

・関
東
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
職
員
の
会 連

絡
会
と
の
連
携 

 
 

・茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携 

 
 

・茨
城
県
民
間
社
会
福
祉
事
業 

従
事
者
互
助
会
と
の
連
携 

 
 

・茨
城
県
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会 

事
務
局
長
会
と
の
連
携 

 

〇
会
務 

・理
事
会
の
開
催 

・代
議
員
会
の
開
催 

・監
査
の
実
施 

・組
織
・財
務
検
討
委
員
会
の
開
催 

  

 

令
和
三
年
七
月
一
日
（金
）に
茨
城
県
内

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
新
任
・初
級
研
修

【ス
テ
ッ
プ
１
】が
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
水
戸
ア
リ

ー
ナ
で
開
催
さ
れ
。
県
内
の
市
町
村
社
協

か
ら
三
十
八
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

「参
加
者
同
士
を
知
る
」コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
か
ら
始

ま
り
、
「社
協
の
基
本
理
解
」・「社
協
新
任

職
員
への
期
待
」な
ど
の
講
義
を
交
え
、
「住

民
に
必
要
と
さ
れ
る
社
協
職
員
を
め
ざ
し

て
」を
テ
ー
マ
に
、
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
長
谷

川
幸
介
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
社
協
を

取
り
巻
く
状
況
や
社
協
が
果
た
す
べ
き
役

割
・社
協
職
員
への
期
待
に
つ
い
て
理
解
し
、

自
身
が
目
指
す
職
員
像
を
考
え
る
こ
と
で
、

社
協
職
員
と
し
て
の
在
り
方
や
役
割
を
学

ぶ
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

次
回
、
【ス
テ
ッ
プ
２
】は
令
和
三
年
十
一

月
十
六
日
（火
）開
催
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
開
催
方
法
の
変
更
が
あ
り
ま

す
。 

  
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 
 

講
師
の
皆
様
か
ら
は
貴
重
な
ご
意
見
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                             

 

第
五
七
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
郡
市
町
村
社
協
職
員
合
同
研
究
協
議

会
（神
奈
川
大
会
）が
、
令
和
三
年
七
月
八
日
（木
）に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
十
一
の
都
県
か
ら
四
百
二
十
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
（茨
城
県
二
十
八
名
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
社
会
の
在
り
方

も
大
き
く
変
わ
り
以
前
か
ら
の
地
域
課
題
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
課
題
は
さ
ら
に
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
従
来
の
制
度
や
法
の
枠
組
み
の
中
で
は
十
分
に
対
応
で

き
な
い
制
度
の
狭
間
で
困
っ
て
い
る
方
への
取
り
組
み
、
災
害
時
の

活
動
も
含
め
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
ま

す
ま
す
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
本
大
会
で
は
、
社
協
の
役
割
・使
命

を
再
認
識
し
な
が
ら
未
来
に
向
け
た
「社
協
の
力
」の
可
能
性
を

追
求
し
て
い
く
と
と
も
に
「chang

e

（変
化
）
」「challeng

e
(

挑

戦)

」を
目
指
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
新
し
い
形
式
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
第
１
分
科
会
・こ
れ
か
ら
の
社
協
が
行
う
「相
談
支
援
」の

在
り
方
と
は
で
は
、
水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
・相
談
支
援
課
権

利
擁
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・中
﨑 

恵 

氏
に
よ
る
実
践
報
告
が

あ
り
、
権
利
擁
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
特
徴
や
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
、
そ
し
て
事
業
の
今
後
に
つ
い
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
か
ら
発
足
し
た
「茨

城
県
央
地
域
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
に
係
る
中
核
機
関
」を

充
実
し
た
も
の
に
し
、
重
層
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
で
き
る

体
制
を
つ
く
り
、
断
ら
ず
、
受
け
止
め
、
繋
が
り
続
け
る
支
援
体

制
、
多
機
関
協
働
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
活
動
を
行
う
た

め
、
利
用
者
も
後
見
人
も
専
門
職
も
中
核
機
関
を
も
孤
立
し
な

い
よ
う
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

実
践
報
告
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                          

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
思
う
よ
う
な
研
修

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
直
接

顔
を
合
わ
せ
て
会
話
す
る
こ
と
が
ど
れ

だ
け
大
切
な
事
か
を
改
め
て
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
社
協
は
住

民
主
体
で
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
た
り
、
常
に
時
代
に
沿

っ
た
広
い
視
野
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

県
内
の
感
染
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、【
ス
テ
ッ
プ
２
】
に
お
い
て
も
会

場
で
行
え
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
。 

（
小
美
玉
市
・
久
保
田 

裕
樹
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

         

 

今
回
の
研
修
を
受
け
改
め
て
社
協

の
意
義
、
歴
史
等
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
た
。
住
民
と
同
じ
目
線
で
考
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ニ
ー
ズ

の
発
見
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
こ
と
を
学
び
、
広
報
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
の
情
報
提
供
の
必
要
性
、
仕
事
を

す
る
に
お
い
て
ど
こ
に
目
標
を
持
つ
の

か
に
よ
っ
て
仕
事
の
質
が
変
化
す
る

事
、
目
標
達
成
の
た
め
に
自
分
の
中
で

信
念
を
も
っ
て
仲
間
と
取
り
組
ま
な
く

て
は
い
け
な
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

（
小
美
玉
市
・
長
谷
川 

滉
人
） 
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